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紙カルテ利⽤の診療所の電⼦化対応可能性に関する調査
⽇本医師会実施 調査期間︓令和7年4⽉18⽇〜6⽉1⽇

■調査の目的：
紙カルテ利用中の診療所が、今後、電子カルテの導入が可能か否か、不可能な場合はその理由、

可能な場合は、電子カルテの種類と導入時期などを明らかにすること

■調査対象：全国の紙カルテ利用中の診療所

■回答方法：WEBフォームまたはFAX

■有効回答数：5,466件
WEB
62%

FAX
38%

回答⽅法

無床診療所
91%

有床診療所
9%
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施設区分



電⼦カルテの導⼊可能性 不可能54.2% 紙カルテ必要77.0%

カルテ本体として
導⼊可能
23.0％

紙カルテ必要 77.0％

標準型電⼦カルテ
関連
32.8％

⺠間製品電⼦カルテ 13.0%

国開発の標準型電⼦カルテ

10.0%

紙カルテのまま

＋情報共有機能併⽤

（国開発の標準型電⼦カルテ）

22.8%

導⼊不可能

（紙カルテのまま）

54.2%

導⼊や更新がしやすい
電⼦カルテへの期待
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電⼦カルテ導⼊不可能 の占める割合

29.4%

41.2%

52.5%

61.4%

64.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

20代〜40代

50代

60代

70代

80代以上

●ITに不慣れ

●ITにやや慣れ
48.4%

64.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

WEB

FAX

電⼦カルテ導⼊不可能の占める割合

●回答⽅法
FAXがWEBより不可能が多い

●年齢
年代が⾼いほど不可能が多い
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電⼦カルテ導⼊不可能 の占める割合

●回答⽅法と年齢
FAXの⽅がWEBより
各年代で不可能が多い

FAXでは不可能が
60代で約60%
70代以上で約70%

25.9%

38.8%

48.4%

54.8%

56.8%

43.2%

47.7%

60.8%

69.5%

72.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

20代〜40代

50代

60代

70代

80代以上

電⼦カルテ導⼊不可能の占める割合 WEB,FAX

WEB FAX
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電⼦カルテ導⼊不可能 の占める割合

69.2%

55.1%

46.0%

43.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

20⼈未満

20〜50⼈未満

50〜100⼈未満

100⼈以上

外来患者数（⼀⽇当たり）

68.2%

53.2%

39.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

5⼈未満

5〜10⼈未満

10⼈以上

従業員数

●規模（従業員数・外来患者数）が⼩さいほど、不可能な診療所が多い

電⼦カルテ導⼊不可能 の占める割合
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調査結果︓電⼦カルテを導⼊できない理由①
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ITに不慣れであり、電⼦カルテを操作できない

電⼦カルテの操作に時間がかかり、診察が⼗分できなくなる

電⼦カルテの操作を⼿伝える職員を確保できない

導⼊の費⽤が⾼額であり、負担できない

維持費や更新費⽤が⾼額であり、負担できない

導⼊しても数年しか電⼦カルテを使⽤する⾒込みがない

電⼦カルテを設置する場所がない等、設置が困難である

サイバーセキュリティや個⼈情報漏洩のリスクに対処できない

システム障害、停電、災害時等による業務停滞に対処できない

電⼦カルテに関する情報が少なく、よくわからない

電⼦カルテを適正に導⼊できる業者がわからない

その他

導⼊できない理由（３つまで選択）



調査結果︓電⼦カルテを導⼊できない理由②
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ITに不慣れであり、電⼦カルテを操作できない

電⼦カルテの操作に時間がかかり、診察が⼗分できなくなる

電⼦カルテの操作を⼿伝える職員を確保できない

導⼊しても数年しか電⼦カルテを使⽤する⾒込みがない

導⼊できない理由 そもそも対応できないという理由
であり、解決困難

↓

電子化を強要すれば、
診療が継続できなくなる

↓

確実に地域医療の崩壊につなが
る

↓

電子カルテ導入は義務化すべき
ではない



調査結果︓電⼦カルテを導⼊できない理由③
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導⼊の費⽤が⾼額であり、負担できない

維持費や更新費⽤が⾼額であり、負担できない

サイバーセキュリティや個⼈情報漏洩のリスクに対処できない

システム障害、停電、災害時等による業務停滞に対処できない

導⼊できない理由 導入・維持の費用が高額、

リスクやトラブルに対処できない
という理由も多い

↓

希望する診療所が無理なく導入・
維持が可能な環境を整える必要

あり

↓

十分な財政支援や安全で利用し
やすい標準型電子カルテの提供
が必要
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導⼊可能と回答した医療機関 導⼊時期

53.5%

28.3%

8.8%

3.7%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

電⼦カルテの機能、費⽤、⼿間等が

具体的にわかってから時期を決める

国が開発する標準型電⼦カルテが

使⽤可能になってから

2025（令和7）年度

2026（令和8）年度

2027（令和9）年度以降

①

②
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医療DXについては、地域医療を守るため「すべての医師が、現状のままでも
医療が継続できる」ことが大前提である。

地域医療を崩壊させないため、電子処方箋や電子カルテの義務化はするべき
でない。

それと同時に、医療DX推進のために、電子化を希望する医師にとって、でき
るだけ導入や維持がしやすい環境整備が必要である。

日本医師会として、引き続き、医療機関が医療DXを導入・維持していくため
には、十分な財政支援が必要であることや、工程表ありきで拙速に進めるべ
きではないことなど、医療現場の声をしっかりと伝え、施策に反映させながら、
国や関係者とともに取り組んでいきたい。

紙カルテ利⽤の診療所の電⼦化対応可能性に関する調査結果を受けて
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